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平成22年度「緑のカーテン大作戦」金沢小学校の入賞作品

朝顔の日かげは涼しいね朝顔の日かげは涼しいね
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　東日本大震災では、あまりの被害の大きさに未だにガレキや住宅周辺の片づけができない状態が続いて

います。

　茅野市社協では、４月に続き５月31～６月３日まで、ボランティアと社協職員合わせて22人が石巻市で

災害ボランティアとして活動してきました。参加者は、２つのグループに分かれ、ひとつは１軒の家の床

下の泥出し、もうひとつのグループは住宅周辺の瓦礫撤去と泥出しを行いました。

　そこで「やらざあ」では、被災地から戻られた３人の方に被災地の様子や活動を通じての感想をお聞き

しました。

　茅野市社協では７／12～７／15まで、災害ボランティア派遣の第３弾を実施します。今後もボランティ
ア派遣を継続していく予定ですので、市民のみなさまのご協力をよろしくお願いいたします。災害ボラン
ティアの登録を希望される方は、社協事務局（73－4431）までご連絡ください。

　ボランティアをやる側にも、活動に参加した充実感が精神的にもプラスになっている

と思う。反面「これしかできなかった」という思いも残ったりしたけど、自分の場合そ

れが次の活動につながった。

　活動を通して、自分たちがやってきた作業は確かに必要だけど、とにかく、被災地に

人が集まって「みんないるんだ」って伝えること、被災地に暮らす人たちが「孤立」を

感じないようにすることが大切だと思う。（矢崎さん）

みんなの支援の積み重ねみんなの支援の積み重ね
～災害ボランティア活動を通して感じたこと～～災害ボランティア活動を通して感じたこと～

参加のきっかけは？

行ってみてどうでした？

*矢崎さん（42歳 男性）
　今回で３回目。初めは「なんとなく
…」だったけど、現地へ行って「少しで
も役に立てれば…」と思った。災害ボラ
ンティアは、「行って来ました」の報告
だけではいけないと思う。まだまだ人手
は必要だと思うし、人手が増えるまで続
けなければ…と思った。

茅野市で活かせることは？

〇阪神の被災者が震災で得たノウハウを石巻で活かしている姿を見て、自分達がボラ
ンティア活動をすることで「茅野市でも活かせるのではないか…」という持ち回り
の気持ちを感じた。できるだけ多くの人が災害ボランティアを体験すればいいと思
う。
　
○あの状況になれば絶対に助け合うとは思うけど、普段の生活から「人とのつながり」
を大切にし、市内で取り組まれている「共助」の活動を推し進めていけばいいのでは
ないか。

○自分の地区を振り返ってみると、昔とちがって地区の中にもいろんな役があるけど
「役の仕事」じゃなく「人の思い」でいろんなことができればいいんじゃない？　昔
は、近所で何かあると「役」でなくてもおばちゃんたちが集まって炊き出しをやった
りしたよね。そんなつながりが必要だと思う。

取材を終えて

　３人の方が顔を合わせた瞬間「やあ！」と旧知

の人に会われたような雰囲気で「大変だった」

「疲れた」との言葉は無く、生き生きと充実感を

漂わせていました。ヘドロにまみれて、また床下

でのきつい作業であったということでしたが、

力を合わせ成し遂げたという達成感でしょうか、

生気にあふれ眩しく見えました。
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積立預金
取崩収入
660,340円
0.15%

その他の収入
7,495,737円
1,72%

施設整備等
補助金収入
2,700,000円
0.62%

受取利息
配当金収入
 3,317,891円
0.76%

雑収入
 5,353,828円
1.23%

受託金収入
36,464,023円
8.39%

事業収入
9,540,549円
2.19%

貸付事業
等収入

1,264,500円
0.29%

共同募金
配分金収入
6,867,304円
1.58%

社協会費収入
10,721,644円
2.47%

寄付金収入
4,298,706円
0.99%

前期末支払資金残高
（前年度繰越金）
86,715,746円
19.94%

補助金・
助成金収入
80,087,119円
18.42%

介護保険・
自立支援費・

移動支援受託金等収入
162,843,313円
37,44%

小地域福祉活動
推進事業
1,600,000円
0.43%

シャララ・
ほっとサービス事業
1,192,835円
0.32%

安心生活創造事業
9,084,000円
2.46%

総合相談事業
522,000円
0.14%

社会福祉事業
5,491,000円
1.48%

社会福祉資金
貸付事業等
3,359,799円
0.91%

ふれあい保健
福祉事業

27,131,103円
7.34%

ホームヘルパー
養成講座事業
1,175,000円
0.32%

日常生活
自立支援事業等
2,520,101円
0.68%

あすなろセンター
運営事業

22,038,714円
5.96%

配分金事業
7,559,528円
2.04%

ボランティア・
市民活動振興事業等
16,782,190円
4.54%

居宅介護等事業
194,713,522円
52.65%法人運営事業

76,670,566円
20.73%

経理区分間
繰入金収入
（内部取引）
16,590,155円
3.81%

収入合計　 434,920,855円

支出合計　369,840,358円

事業の内容につきましては、スペースの関係上ホームページをご覧ください。

　H22年度、茅野市社会福祉協議会では、「やらざあ」などで様々な情報をお伝えしながら、
市民一人ひとりを大切に総合的な地域福祉の推進に取り組みました。

７月は社協会費の納入月間です。よろしくお願いします。



2015年の「海の日」は7月何日でしょう。

今月は

クイズ
日にち調べ

応募要領　
クイズの答え、住所、氏名、年齢（年代）、電話番号に
社協へのご意見、ご要望、やらざあの感想、つぶやきなど
一言添えて社協までお送り下さい。正解者の中から抽選で
３名の方に図書カードを差し上げます。
応募締め切り　
７月末日
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人生には様々な悩みがあります。だれにも相談でき
ない、どこに相談したらよいかわからない。そんな
ときは、まず社協にお電話ください。

相談は、総合福祉センター３階の相談室
または１階の社協事務所までお越しください

心配ごと相談
　　どんなことでもご相談ください

　　毎週金曜日　午前9時～正午

　　相談員：心配ごと相談員

　　心の悩み相談には、事前の予約が必要です。　

　　（カウンセラー、精神保健福祉士が対応）

結婚相談
　　結婚を望まれる方の相談窓口

　　毎月第１・３土曜日（※８月６日（土）はお休みです）

　　午後１時～午後４時

　　第２・４金曜日　

　　午後６時30分～午後８時30分

　　相談員：結婚相談員

司法書士の法律相談（予約制）
　　身近な法律に関する相談

　　毎月第２水曜日　午後３時～午後５時

　　相談員：司法書士  予約電話／73－4431

あなたと家族の悩み相談　～家族のサポートライン～
　　ご家族を亡くされた方、病気に直面されている方

　　ご相談ください

　　毎月第1・3月曜日　午後２時～午後４時

　　相談員：ボランティア

　　直通電話／82－0400

福祉やボランティアについての相談
　　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時30分

　　電話／73－4431　ＦＡＸ／73－8030

＜１月号を読んで＞
・県外出身の主人、「おつくべ」を知らないとのこと…。そうい
えば最近つかっていない言葉だなあと思いました（私はここが
地元です）。また方言にふれたいです。ちょっとしたコーナー
がいいですね。　　　　　 　　　　　　　　ちの　30代　女性

・若い頃2年ほど東京にいました。仕事ですご～く疲れた時「あ
～ごしたい！！」と言ったら、都会の先輩が「若いのに囲碁や
るの？」「？？？」と私。すると「だっていま碁したいって言っ
たでしょ」と言われ、方言なんだと初めて知ったときはびっく
り！！今でもその状況が目に浮かびます。

玉川　60代　女性

・クイズ方言わかるかな？で祖父・祖母が使っている言葉だった
なとなつかしく楽しめました。３歳の娘が「やらざあかるた」
を切り抜いてならべてあそんでいました。ぬり絵もしてました。
もしもの時は「シャララ」のサービスがあると思うだけでなん
だか気が楽です。現在、３歳、０歳の子供の育児をしています
が、もしもの時はよろしくお願いしますー！！

玉川　30代　女性

・昔なつかしい言葉ですね。今はえらい使われていないけれど、
我々年寄りにはたまに出ることがあります。何々をするにもず
くがなくてとか、とびくら等々言ってはあわてて口をふさぐこ
と等あります。　　　　　 　　　　　　　　ちの　80代　女性

＜３月号を読んで＞
・赤い羽根募金、けっこうあつまったんですね。これからも世界
中の国々の人へ少しでも生活ができるように積極的に参加した
いです。　　　　　　　　　　 　　　　　　米沢　13歳　女性

・社協の活動には積極的に参加はできませんが、会員の方で少し
でもお役に立てればと思っております。妻のボランティアの理
解者で、後押しするくらいです。金田和尚の「つぶやき」半田裕
さんの生き方、考え方、学ぶ点大いにあり。「自分が変われば、
地域が変わる」「自分が地域のために足りない部分を補う」これ
を地域に実践できるようにしたい！！自分もしたい！！

ちの　71歳　男性

確かな技術と安価が魅力
矯正展とは、刑務所に収容されている受刑者の円滑な社会
復帰に向けた様々な取り組みを国民に紹介し、刑務所で製
作された製品の展示即売を通じて刑事司法に対する、ご理
解とご協力を得るために開催します。是非、この機会にご
来場ください。

日時　7月9日（土）～10日（日）　10：00～16：00
会場　茅野駅前公会堂
主催　松本少年刑務所
後援　（財）矯正協会刑務作業協力事業部
　　　茅野・南諏支部保護司会
　　　茅野・南諏更生保護女性会

茅野矯正展のご案内
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